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利用者数

3,401　人にかかるコスト（人件費など）

緊急性のある不具合など、優先度が高い修繕を実施している。

事
務
事
業
の
実
績

3,194

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費）

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　総経費

目標値

349

1,400

90.0 82.5（％）

2,564

25,090

体育館・テニスコート利用可能面数

27,773

種　別 指標の名称

（人）

　決算額　　(単位：千円) 30,966

28,395

31,003

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

84.3

26,671

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など）

　一般財源（区負担額） 28,103

今後の方向性

41,088

50,512

20,288

34,368

6,667

25,706

体育館・テニスコート稼働率

20,000

88.5

19,784

4,785

47,836

4,639

2,675

1,036

目的達成度

手段の適切性

事務事業コスト

(単位：千円)

［評価の理由］（区民生活への影響を十分考慮すること）

体育館、テニスコートの利用率は高く、地域の身近なスポーツ施設としての役割は大きい。今
後、施設の老朽化に対応し、より安全で、スポーツに親しみやすい環境整備を進めていく必要
がある。また、ランニングコストの削減及び環境負荷の低減を図るため、平成30年度に、従来
型蛍光灯から高効率で長寿命なLED照明への取り換えを行う。

3
評
価
の
視
点

評価 評価の理由

台東区南部唯一のスポーツ施設として、体育館・テニスコート共に例年高い利用率を維持しており、区民の健
康づくりやスポーツ振興の発展に大きく寄与している。

改善

評
価
結
果

蔵前小学校が仮校舎として利用しているため、利用可能面数は減少しているものの、体育館・テニスコート共
に高い利用率を維持している。

3 施設老朽化に伴い修繕工事を行う必要があるため予算額は増加傾向にあるが、施設の管理運営には必要
な経費であるため、管理運営の手段は適切である。

4

財源項目

(単位：千円)

必要性

前回評価から
改善した事項

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など）

体育館の床を張替えたことで、車椅子バスケットボール・シッティングバレーボール等新たにできる種目が増加した。

6,265

33,409

0

事業区分

施設運営

平成２９年度　事務事業評価シート

（２）生涯スポーツ社会の実現

東京都台東区体育施設条例根拠法令等

事業対象

事務事業名 柳北スポーツプラザ管理運営

　

スポーツ振興課

行政計画 事業NO. 136 計画事業名
事業の開始・終了年度

柳北スポーツプラザ管理運営

事
務
事
業
の
概
要

　

[事業開始]

②スポーツに取り組む場の充実

条例・規則

一部委託

旧柳北小学校をスポーツ施設として、体育館・テニスコート・プールの開放を行っている。

※平成３０年度までは蔵前小学校が仮校舎として利用中のため、貸し出しが制限されている

補助金の有無

2,406

（面） 2,664 1,362

長期総合
計画体系

 [基本目標]

一般区民

平成

年度[終了予定]

 [小　　柱]

〔法令等名〕

Ⅱ-３．学びと交流の仕組みづくり

 [施　　策]

２７年度 ２８年度(単位)
（３０年度）

２６年度

成果指標

3

効率性

所
管

教育委員会

年度

委託内容
なし

(日）開館日数 347

事業内容

委託の有無

事業目的

活動指標
313

区民の体力づくり、健康づくりに寄与していくことを目的とする。

27,549

2,608

348

受付業務、清掃業務、設備保守点検


